
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2024

専門基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

期末試験（筆記）

内　　　容

科  目  名

理学療法士学科

精神医学

科　目　区　分

「精神医学」　上野武治（編集）　医学書院

精神医学の基礎を理解する。国家試験に対応する知識を身につけるとともに、臨床の場で必要となる知識や姿勢についても身につける。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

902教室昼間部2年

各コマに
おける

授業予定

教科書及び配布資料

佐野　祥子

授業の
方法

「精神医学とは」「精神障害の成因と分類」について理解する
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書及び配布資料

授業を
通じての
到達目標

「精神機能の障害と精神症状」について理解する③

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

３章

授業を
通じての
到達目標

「精神障害の診断と評価」について理解する

各コマに
おける

授業予定
４章

教科書及び配布資料

教科書及び配布資料

教室名

精神疾患は「がん」「脳卒中」「心臓病」「糖尿病」と並んで五大疾病の一つである。精神疾患を有する患者さんに接する機会は精神科病院以外でも
よくあり、そのような場面で困らない知識の習得は必要である。

担 当 教 員

1章、２章

授業を
通じての
到達目標

「精神機能の障害と精神症状」について理解する①

各コマに
おける

授業予定
３章

授業を
通じての
到達目標

「精神機能の障害と精神症状」について理解する②

各コマに
おける

授業予定
３章

実務経験と
その関連資

格

精神科医として大阪市立大学、大阪市立総合医療センター、阪南病院にて勤務。19年の臨床経験。精神神経学会
専門医・指導医。臨床研修指導医。精神保健判定医

使用教材

教科書及び配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容



第
12
回

第
13
回

第
14
回

「神経症」について理解する

各コマに
おける

授業予定
１１章

第
9
回

授業の
方法

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

「気分障害」について理解する

第
10
回

第
11
回

１０章

教科書及び配布資料

教科書及び配布資料

教科書及び配布資料

教科書及び配布資料

授業を
通じての
到達目標

「生理的障害神経要因に関連した障害」「人格・行動・性の障害」につい
て理解する

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

教科書及び配布資料
第
8
回

授業を
通じての
到達目標

「てんかん」について理解する

各コマに
おける

授業予定
８章

授業を
通じての
到達目標

教科書及び配布資料

授業を
通じての
到達目標

「脳器質性障害、認知症」について理解する

各コマに
おける

授業予定
５章

授業を
通じての
到達目標

「症状性精神障害」「精神作用物質による精神障害」について理解する

各コマに
おける

授業予定
６章、７章

使用教材

教科書及び配布資料

内　　　容

授業を
通じての
到達目標

「統合失調症及び関連症状」について理解する

各コマに
おける

授業予定
９章

第
15
回

授業を
通じての
到達目標

「治療とリハビリ」「社会における精神医学」について理解する

各コマに
おける

授業予定
１９章、２０章、２１章

各コマに
おける

授業予定
１２章、１３章

授業を

通じての
到達目標

「精神遅滞」「心理発達の障害」について理解する

各コマに
おける

授業予定
１４章、１５章

授業を
通じての
到達目標

「ライフサイクルにおける精神医学」「リエゾン」「心身医学」について理解
する

各コマに
おける

授業予定
１８章、１６章、１７章

教科書及び配布資料

教科書及び配布資料

教科書及び配布資料


